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2１．はじめに

 2023年度追加オークション（対象実需給年度:2024年度）に向けた内容について、これまで本
検討会、および制度検討作業部会（国の審議会）において整理を進めてきた。

 追加オークションの需要曲線については、開催判断のタイミングに原案を示していくこととなるが、開催
判断から応札までの期間が短いことから、あらかじめ「需要曲線のイメージ案」を示しておくことを説明
してきた。

 本日は、現時点で確認できる諸条件を反映した「需要曲線のイメージ案」、および「需要曲線と供
給力の関係のイメージ」についてお示しする。
※「需要曲線のイメージ案」、および「需要曲線と供給力の関係のイメージ」は、開催判断時の前提条件や諸元
にもとづいて作成される需要曲線とは異なるため、あくまで現時点のイメージであることに留意

 なお、追加オークションの募集要綱と約款は、意見募集を実施した後、2月1日に公表を行っており、
現在、事業者の参加登録が進められている。



3２．「需要曲線の原案」（4月公表予定）に反映予定の項目

 2023年度追加オークション（対象実需給年度:2024年度）の需要曲線は、2023年度供給計画や
2022年度時点の経済指標等に基づき策定を予定している。

 追加オークションの需要曲線は、過去に実施した同じ実需給年度のメインオークションの需要曲線を用い
るのではなく、最新の供給計画のH3需要（①）、EUE算定の扱いの整理（②）、最新の経済指
標等から算定したNetCONE（③）を用いて作成を予定している。

 また、追加オークションの供給曲線に反映する供給力としては、 FIT電源等の期待容量（④）、メイン
オークションで契約した供給力（⑤）を予定している。

 なお、EUE算定の扱いについては、国の審議会において、供給力確保策全体の在り方や費用負担・回
収の在り方等について議論も踏まえ、反映の在り方について検討することとされている。

項目 原案の作成時に反映を予定している内容

需要曲線 ①H3需要 2023年度供給計画の需要想定を反映

②EUE算定方法 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会や国の審議会の整理を
反映

③NetCONE 最新の経済指標等を用いて算定

供給曲線
に反映する
供給力

④FIT電源等の期待容量 最新の登録データにも基づき算定

⑤メインオークションで契約し
た供給力

市場退出・実効性テストの結果を反映

※供給曲線には、石炭混焼バイオの供給力は事後的に織り込む。
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北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 9社計
※4

H3需要※1 499 1,354 5,298 2,440 491 2,634 1,043 491 1,540 15,790

H3需要※1

（離島除き） 498 1,349 5,295 2,440 491 2,634 1,041 491 1,522 15,761

３．今回の「需要曲線のイメージ案」へ反映した項目
①H3需要

2020年度メインオークション時のH3需要＜2020年度供給計画（2024年度断面）＞

※1 北海道、東北エリアは1月断面、その他エリアは8月断面

単位:万kW

 需要曲線のイメージ案の作成において、現時点で確認したH3需要（離島除き）は、2020年度メ
インオークション時のH3需要より約400万kW高い水準であった。
 なお、需要曲線の原案の作成では、最新の供給計画の確定値（2023年度供給計画）を用いる。

今回の需要曲線のイメージ案＜2023年度供給計画（2024年度断面）＞

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 9社計
※4

H3需要※2,3 499 1,366 5,514 2,470 518 2,751 1,043 495 1,541 16,197

H3需要※2,3

（離島除き） 16,167

単位:万kW

※2 2023年度供給計画の暫定値であり、原案では確定値を用いる
※3 北海道、東北、北陸エリアは1月断面、その他エリアは8月断面
※4 四捨五入の関係で合計が合わないことがある



5３．今回の「需要曲線のイメージ案」へ反映した項目
②EUE算定（１／２）

 EUEの算定について、今回の需要曲線のイメージ案の作成では、第81回調整力及び需給バランス評
価等に関する委員会で示されたEUEの算定方法を踏まえて目標調達量の算定を行った。

 2020年度メインオークションの需要曲線の設定から、持続的需要変動分、厳気象対応、稀頻度リスク
の設定値等がそれぞれ変更※となっている。

※EUE算定方法の変更を踏まえた必要供給力における信頼度基準は0.044kWh/kW・年となる

設定項目 2020年度メインオークション
（実需給年度:2024年度）

2023年度追加オークション※
（実需給年度:2024年度）

持続的需要変動分 H3需要の1% H3需要の2%

厳気象対応 H3需要の2%(夏冬) H3需要の3%(夏冬)、2％（春秋）

稀頻度リスク H3需要の1%(夏冬) H3需要の1%(通年)

追加設備量 1.9ヵ月分 1.9ヵ月分 ※変更なし

＜今回の需要曲線のイメージ案におけるEUE算定の設定項目＞ ※今回のイメージ案



6（参考）確率論的必要供給予備力算定手法（EUE算定）の議論の状況

第81回調整力及
び需給バランス評
価等に関する委員
会資料より



7（参考）確率論的必要供給予備力算定手法（EUE算定）の議論の状況

第76回制度検討
作業部会資料より



8３．今回の「需要曲線のイメージ案」へ反映した項目
②EUE算定（２／２）

設定項目 2020年度
メインAX

2023年度
追加AX （差） 備考

目標調達量 17,746.9 18,625.6 （+878.7） ①+②+③+④ 寄与度*+5.0%

①全国H3需要 15,761.3 16,167.2 （+405.9） ー 寄与度*+2.3%

②偶発的需給変動分 1,479.5 1,729.4 （+249.9） EUE0.048→0.044

寄与度*+1.4%

a.必要予備率※ 1,006.7 1,082.7 （+76.0） H3需要×7％相当
※変更なし

b.厳気象対応※ 315.2 485.0 （+169.8） 夏冬:H3需要×2%→3%
春秋:H3需要×0%→2％

c.稀頻度リスク※ 157.6 161.7 （+4.1） 夏冬:H3需要×1%→1%
春秋:H3需要×0%→1%

③追加設備量 348.4 405.7 （+57.3） 年間停止可能量1.9ヵ月
※変更なし 寄与度*+0.3%

④持続的需要変動分 157.6 323.3 （+165.7） H3需要の1％→2% 寄与度*+1.0%

※第81回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会で示された前提と同様に、春秋分の厳気象対応、稀頻度リスクは安定電源の補修調整（追加設
備量）で対応を行った場合で試算（厳気象対応、稀頻度リスクは夏冬の供給力分を加算）。発動指令電源で対応を行うことを考慮するかどうかについては
実効性テストの結果等を踏まえて検討。

 EUE算定方法の見直しを反映した場合の目標調達量は18,626万kWとなり、2020年度メインオーク
ションと比較すると879万kWの増加となった。

単位:万kW

*:2020年度メインAX
の目標調達量比



9（参考）目標調達量の算定における考え方（１／２）
第81回調整力及び需給バランス
評価等に関する委員会資料より

※第81回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会では、注釈において、春秋分の厳気象対応・稀頻
度リスクの扱い、および2026年度メインオークションの諸元にもとづいた算定であることを記載



10（参考）目標調達量の算定における考え方（２／２）
第81回調整力及び需給バランス
評価等に関する委員会資料より



11（参考）EUE算定と需要想定の関係性
第81回調整力及び需給バランス
評価等に関する委員会資料より



12（参考）EUE算定における整理について
第81回調整力及び需給バランス
評価等に関する委員会資料より



13３．「需要曲線のイメージ案」へ反映した項目
③NetCONEの設定（１／３）

 第33回容量市場の在り方等に関する検討会において、追加オークションのNetCONEの諸元は、メイン
オークションの考え方と同様に、最新の経済指標等を用いて算定することを整理している。

第33回容量市場
の在り方等に関する
検討会資料より



14３．今回の「需要曲線のイメージ案」へ反映した項目
③NetCONEの設定（２／３）

 今回の「需要曲線のイメージ案」では、直近の経済指標で算定したところ、NetCONEは10,120円
/kWであった。（2020年度メインオークションで算定されたNetCONE（9,425円/kW）からは＋695円/kW）

項目 今回の
設定数値※

2020年度
メインオークション

（実需給年度:2024年度）
諸元

モデルプラント CCGT CCGT
経済産業省 総合資源エネルギー調査会 発電コスト検証WG
⾧期エネルギー需給見通し小委員会に対するコスト等の検証に関する報
告「（参考資料2）各電源の諸元一覧」）の「LNG火力」

コスト評価年数 40年 40年 ―

インフレーション率 10.29％ 2.84％
内閣府 国民経済計算（GDP統計）
GDPデフレータ（暦年:1-12月）総固定資本形成
基準年（2014年）:99.1％、2022年:109.3％

40
年
運
転
に
必
要
と

な
る
コ
ス
ト
の
加
味

評価期間の
期待インフレ率 0.39% 0.26%

総務省統計局 消費者物価指数（コアCPI）
全国の生鮮食品除く総合の「消費者物価指数」
期待インフレ率

＝0.4×前年度のコアCPIの変化率＋0.6×前年度の期待インフレ率

系統接続費 1.56千円/kW 1.56千円/kW 接続契約に基づく実績値（工事費負担金の実績の平均値から設定）

経年に伴う修繕
費等の増分費用 3万円/kW程度 3万円/kW程度 発電コスト検証WGに基づくヒアリング結果（30,861円/kW）

評価期間の割引率
（税引前WACC） 5% 5% 税引前WACC＝自己資本比率 × 自己資本コスト /（1 – 実効税率）

＋ 他人資本比率 × 他人資本コスト

容量市場以外からの収益 4,800円/kW 4,800円/kW 容量市場導入当初は、容量市場以外からの収益の割合の見込み量、
および我が国の状況を踏まえて設定

赤枠は今回更新箇所※今後、需要曲線の原案作成時は、最新の経済指標等を反映する



15３．今回の「需要曲線のイメージ案」へ反映した項目
③NetCONEの設定（３／３）

 需要曲線のNetCONEについては、最新の経済指標をもとに算定を行うことと整理されている。

 この場合、追加オークションのNetCONEは10,120円/kWとなる。

 一方で、メインオークションと追加オークションの関係としては、対象実需給年度が同じであり、追加オーク
ションよりもメインオークションに参加を促す仕組みであることが望ましく、メインオークションへの参加を控え
る動きとならないようにすることが重要。

 例えば、NetCONEがメインオークションより追加オークションの方が高い価格であった場合には、メイ
ンオークションに参加を促すシグナルのために、追加オークションのNetCONEをメインオークションに揃えるこ
とも考えられる。

 その場合、同じ実需給期間のメインオークションのNetCONEの設定金額に据え置き、追加オークショ
ンのNetCONEは9,425円/kWとなる。

 また、今回は初回の追加オークションであり、マーケットへの影響の想定も難しいことを踏まえると、
NetCONEを据え置く措置は今回の追加オークションに対する限定的な措置とすることも考えられる。

 なお、メインオークションは、追加オークションで講じる措置とは異なるものであり、これまでの整理にもとづい
た需要曲線を用いることにより、発電投資の予見性等を示していくものと考えられる。



16４．メインオークションの需要曲線からの変化
追加オークションの「需要曲線のイメージ案」と、メインオークションの需要曲線の比較

 需要曲線のイメージ案は、2020年度メインオークションの需要曲線と比較して、 NetCONE最新指標
とし、EUE見直しを反映する場合、目標調達量は+879万kW、指標価格は+695円/kWとなる。

 また、 NetCONEを据え置き、EUE算定方法の見直しを反映なしとした場合は、目標調達量は
+306万kW、指標価格は±0円/kWとなる。

供給力(万kW)

価格(円/kW)

指標価格

9,425
10,120

上限価格

14,137.5
15,180.0

18,626

17,747

目標調達量

18,516

19,166

+695円/kW

+879万kW

17,946

18,053

18,57918,212

メインオークション需要曲線

①追加オークション需要曲線
（NetCONE最新指標反映
×EUE見直し反映）

②追加オークション需要曲線
（NetCONE据置き×EUE見
直し反映なし）

+306万kW

17,653



17５．期待される供給力について
① FIT等の期待容量

 FIT電源等の期待容量の設定値は、メインオークションにおいて1,179万kWであったところ、最新の
状況（前年度時点の実績）を反映すると、189万kW増加し、1,368万kWとなる。

FIT電源等の期待容量

1,179

1,368（+189万kW）
供給力(万kW)

価格(円/kW)

指標価格

9,425
10,120

上限価格

14,137.5
15,180.0

18,626

18,516

19,166

18,053

17,946

18,579

①追加オークション需要曲線
（NetCONE最新指標反映
×EUE見直し反映）

②追加オークション需要曲線
（NetCONE据置き×EUE見
直し反映なし）



18５．期待される供給力について
② メインオークションで調達した供給力

 前頁のFIT電源等の期待容量の設定値に、メインオークションの調達容量を加えると、現時点で期待
される供給力※は18,137万kW となる。

 今後、需要曲線の原案作成時（4月）においては、市場退出や発動指令電源の実効性テスト結
果を反映する

18,137万kW

FIT電源等の
期待容量

メインオークション後の
算定時点の契約容量 市場退出等

※事後的に織り込む供給力（石炭混焼バイオ）を除く

供給力(万kW)

価格(円/kW)

指標価格

9,425
10,120

上限価格

14,137.5
15,180.0

18,626

18,516

19,166

18,053

①追加オークション需要曲線
（NetCONE最新指標反映
×EUE見直し反映）

②追加オークション需要曲線
（NetCONE据置き×EUE見
直し反映なし）

17,946

18,579



19６．需要曲線と供給力の関係（イメージ図）

 現時点で期待される供給力の18,137万kW（市場退出を仮にゼロとした場合）の★の位置は、調
達オークションを開催する領域（ピンク）、または需給の状況を踏まえて判断する領域（白）となる。

 今後、需要想定、市場退出や発動指令電源の実効性テスト結果、EUE見直しの整理を踏まえた需要
曲線をもとに、4月に開催要否の判断が行われる。

18,137万kW

FIT電源等の
期待容量

メインオークション後の
算定時点の契約容量 市場退出等 供給力(万kW)

価格(円/kW)

指標価格

9,425
10,120

上限価格

14,137.5
15,180.0

18,626

18,516

19,166

18,053

①追加オークション需要曲線
（NetCONE最新指標反映
×EUE見直し反映）

②追加オークション需要曲線
（NetCONE据置き×EUE見
直し反映なし）

リリースオークション
を開催する領域

調達オークション
を開催する領域

需給の状況を踏まえて
判断する領域

18,539

17,946

18,579

※なお、追加オークションの開催判断は、最初に全国の開催判断を行い、
次にエリア（ブロック）ごとの開催判断を行う。



20（参考）追加オークション開催判断における需要曲線と供給力の関係

第40回容量市場
の在り方等に関する
検討会資料より



21（参考）追加オークション開催判断

第64回制度検討
作業部会資料より



22（参考）調達オークション（全国）が開催された場合の需要曲線と供給力のイメージ図

 調達オークション（全国）が開催された場合は、これまでの整理のとおり、応札後に事後的に織り込
む供給力（石炭混焼バイオマスの石炭部分の供給力）を反映して供給曲線を作成し、約定処理
を行うこととなる。

全国の需要曲線

全国の供給曲線

供給力(万kW)
事後的に織り込む供給力

（石炭混焼バイオ）
追加オークショ

ンの応札

18,626

価格(円/kW)

【参考】
2025年度:553万kW
2026年度:632万kW

18,053



23７．今後のスケジュール

 要綱をいつ公表、説明会を実施、どれぐらい参加している

 このあとの事業者とのマイルストーン

 開催した場合、公表をいつ予定

 追加オークションの募集要綱や約款については、前回報告のとおり、2月1日に公表を行った。

 また、事業者向け説明会を2月に3回実施し、各回へ参加をしていただいている。

 現在は、参加登録の手続き等を実施しているところになる。

 今後、追加オークションの需要曲線の原案の作成・提示、開催判断を4月に予定している。

開催日
第１回
2/7

第２回
2/9

第３回
2/13 計

詳細 実務 詳細 実務 詳細 実務 詳細 実務

事業者数 19 12 13 9 9 12 41 33

参加者数 30 20 21 13 14 18 65 51

＜事業者向け説明会の開催状況（詳細説明会・実務説明会）＞

＜今後の予定（詳細）＞
3月 :供給力の変更を需要曲線の原案へ反映（実効性テストや市場退出）
3月末 :需要想定を需要曲線の原案へ反映（供給計画とりまとめの公表）
4月 :需要曲線の原案の作成・提示、開催判断
4月下旬 :追加オークションの開催判断および需要曲線の公表（4/26予定）
5月中旬 :追加オークションの応札期間（5/11～23予定）
6月下旬 :約定結果の公表（予定）

Web開催の様子



24（参考）2023年度追加オークションの参加登録や応札等のスケジュール予定

2023年度2022年度
6月 7月8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

③
参加登録

④
需要（供給）

曲線
・

開催判断

⑤
約定結果
・

契約書締結
容量確保契約書締結の手続 ▲

容量確保契約の結果公表

事業者情報の登録

②
関連文書
・

説明会

パ
ブ
コメ

パブコメ
対応 ▲業務マニュアル公表

期待容量の登録

【募集要綱】
【業務マニュアル】

（参加登録、応札・契約締結編）

▲容量市場追加オークション募集要綱公表

約定結果の公表▲

開催判断▲

⑥
その他

電源等情報の登録

8月 9月

実効性テスト（夏） 実効性テスト（冬）
ベースロード市場開催
1回目 2回目▲供給計画とりまとめの公表

事業者向け説明会

期待容量等算定諸元一覧の
登録受付

需要（供給）曲線の公表▲

容量停止計画の調整業務

需要（供給）曲線（イメージ案）▲

応札の受付

2023年2月1日
2023年2月1日

2023年2月7日、9日、13日(3日間開催)

2023年2月14日～2月20日
2023年2月24日～3月9日

2023年3月22日～4月7日

2023年4月26日（予定）

2023年5月11日～5月23日 2023年5月24日～5月30日

[予定]2023年6月

[予定]2023年7～8月
2023年9月 [予定]

▲容量確保契約の変更または解約の確認期限日
①容量システム上での市場退出表明 3月10日
②市場退出表明書の提出 3月31日

2023年4月26日（予定）


